
一
八
一
九
年
弱
①
鼠
弓
．
国
．
Ｆ
脚
ｇ
旨
の
。
（
一
七
八
一
、
く
一
八
二
六
）

が
、
《
ｅ
①
］
泣
易
の
巳
計
昌
さ
豈
日
①
島
異
①
“
Ｏ
巨
弓
昌
威
旦
巨
佳
侭
目
○
旨
。

号
の
日
巴
幽
島
の
吻
号
切
冒
自
国
。
口
吻
２
号
８
の
昌
一
》
を
刊
行
し
て
、
聴

診
器
に
よ
る
間
接
聴
診
法
を
発
表
し
た
が
、
胸
部
の
聴
診
に
限
ら
れ

て
い
た
。

産
科
学
的
聴
診
法
を
始
め
て
記
し
た
の
は
・
ず
四
口
筐
①
×
四
目
罠
の

Ｆ
ｇ
皀
日
３
屋
（
一
七
八
七
’
一
八
七
七
）
で
、
一
八
二
二
年
に
著
し
た

景
冨
の
日
。
胃
唖
胃
画
匡
“
。
巳
３
号
冒
遭
に
胎
児
心
音
の
聴
診
が
載
っ
て
い

る
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
で
産
科
学
に
聴
診
法
を
採
用
し
普
及
さ
せ

た
功
績
者
は
国
日
日
騨
口
回
国
］
．
ｚ
卿
侭
の
］
の
（
一
八
一
○
’
一
八
五
一
）
で

あ
り
、
著
書
《
《
貝
の
鳴
冒
冒
目
罠
。
胃
少
冨
ｏ
巳
昌
ｏ
毎
》
》
（
一
八
三
八
）

に
子
宮
雑
音
や
胎
児
心
音
の
聴
診
法
を
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
本
が

翌
年
震
少
吋
３
房
の
。
目
。
冨
蔚
目
。
画
ｇ
ｏ
昌
昌
。
昌
璽
》
と
題
し
て
英
文
に

翻
訳
さ
れ
、
数
年
し
て
産
科
学
的
聴
診
法
の
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
と

日
本
に
お
け
る
産
科
学
的
聴
診
法
の
導
入

蔵
方
宏
昌

な
っ
た
。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
刊
行
の
杉
田
成
卿
著
『
済
生
備
考
』
に

「
聴
胸
器
用
法
略
説
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
の

聴
診
法
の
文
献
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
産
科
学
的
聴
診
法
の

記
載
が
な
い
。

こ
れ
よ
り
五
年
前
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
武
州
出
身
の
矢
田

部
卿
雲
が
翻
訳
し
た
『
撒
羅
満
氏
産
論
』
に
聴
診
法
の
一
端
が
記
さ

れ
た
。
究
理
篇
巻
二
、
第
十
一
篇
の
「
胚
胎
死
徴
」
に
「
子
宮
内
胚

ス
テ
ト
ス

胎
ノ
死
生
ヲ
弁
別
ス
ル
ニ
最
モ
善
良
ナ
ル
方
法
ハ
、
近
世
斯
的
多
斯

コ
ー
ペ

箇
伯
〈
器
名
、
和
蘭
之
ヲ
「
ゲ
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ル
キ
ト
イ
グ
」
ト
云

う
〉
ヲ
以
テ
善
ナ
リ
ト
称
セ
リ
。
此
器
ノ
用
法
〈
甚
タ
習
熟
セ
ス
ン

ヂ
ハ

ペ
ズ

ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
之
ヲ
用
ユ
ル
ニ
当
テ
、
兼
テ
他
ノ
徴
候
ヲ
目
撃

ス
レ
ハ
、
則
チ
甚
タ
用
要
ノ
者
ト
ナ
ス
・
」
（
句
読
点
は
筆
者
記
入
）
と

ス
テ
ト
ス
。
－
ベ

聴
診
器
（
斯
的
多
斯
箇
伯
）
で
胎
児
の
生
死
を
診
断
す
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

○
具
忌
号
、
巴
○
日
○
口
（
一
七
七
四
’
一
八
六
五
）
の
《
国
四
国
Ｑ
］
の
丘
冒
、

８
骨
号
ぐ
且
。
唖
冒
且
の
》
》
（
二
版
一
八
二
六
）
を
翻
訳
し
た
こ
の
記
載
が

日
本
で
最
初
に
聴
診
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
産
科
学
的
聴
診
法

を
紹
介
し
た
最
初
で
も
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
に
産
科
学
的
聴
診
法
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を
記
載
し
た
唯
一
の
文
献
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
『
済
生
備
用
』

の
よ
う
に
聴
診
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
先
ず
聴
診
法
を
伝
え
た
の
が
佐
々
木
東
洋

（
師
興
）
で
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
自
序
の
『
診
法
要
略
』
巻
下

に
ト
ラ
ゥ
ベ
型
聴
診
器
を
図
解
し
て
聴
診
法
を
詳
述
し
て
い
る
が
、

産
科
学
的
聴
診
法
を
記
載
し
て
い
な
い
。

七
年
後
の
明
治
十
二
年
、
内
務
省
衛
生
局
訳
『
医
学
七
科
問
答

産
科
学
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
婦
人
の
腹
部
を
聴
診
す
る

と
、
胎
盤
の
血
液
運
行
に
基
く
「
徐
長
低
濁
」
な
「
轆
音
」
と
一
分

間
に
一
二
五
榑
で
「
梢
袖
時
儀
の
音
」
に
似
た
「
胎
児
心
動
の
音
」

が
聴
こ
え
、
妊
娠
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
胎
児
が
生
き
て
い
る
か
ど

う
か
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
胎
児
の
位
置
や
羊
水
の

過
多
な
ど
に
よ
っ
て
、
妊
娠
四
・
五
ヶ
月
で
も
胎
児
心
音
が
聴
え
な

い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
「
輔
音
」
は
下
腹
部
の
両
側
下
部
で
、
「
胎

児
心
動
」
は
謄
窩
の
左
下
方
で
聴
く
、
と
問
答
形
式
で
産
科
学
的
聴

診
法
を
述
べ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
に
は
、
長
谷
川
泰
訳
補
『
診
法
要
訣
』
が
出
版
さ

れ
、
「
妊
娠
子
宮
ノ
聴
診
」
が
記
載
さ
れ
た
。
妊
娠
子
宮
の
聴
診
現

象
は
胎
児
心
音
と
胎
盤
音
が
あ
り
、
胎
児
心
音
は
妊
娠
四
ケ
月
の
末

に
な
り
初
め
て
聴
取
可
能
で
あ
る
。
胎
児
の
位
置
が
左
側
に
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
胎
児
心
音
も
左
側
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
胎
児
の
生

死
を
判
定
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
た
め
、
産
科
手
術
を
決
定
す
る
最

大
緊
急
要
件
で
あ
る
。
胎
盤
音
は
狭
く
な
っ
て
い
る
動
脈
か
ら
広
い

胎
盤
静
脈
の
中
へ
血
液
が
流
入
す
る
時
起
る
も
の
で
頚
静
脈
雑
音
の

こ
輩
《

よ
う
な
独
楽
音
で
あ
り
、
普
通
腹
部
左
側
よ
り
も
右
側
で
強
く
聴
こ

え
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
胎
児
の
心
内
膜
炎
も
聴
診
法
で
診
断

で
き
る
と
い
メ
フ
。

産
婆
向
の
本
で
産
科
学
的
聴
診
法
を
紹
介
し
た
最
初
の
本
は
、
明

治
二
十
一
年
発
行
の
、
稲
坂
三
吉
著
『
産
婆
心
得
』
と
宮
下
俊
吉
著

「
産
婆
学
問
答
』
と
思
わ
れ
る
。
『
産
婆
心
得
』
の
「
外
部
検
査
法
」

に
は
「
（
第
三
）
腹
壁
に
耳
を
接
す
る
と
き
は
胎
児
の
運
動
を
聴
き
、

又
妊
娠
後
半
期
後
に
至
れ
ば
、
大
抵
胎
児
心
臓
の
榑
動
音
を
聴
き
、
此

榑
動
は
母
体
鵬
下
の
左
側
に
聴
く
と
雌
と
も
、
亦
稀
れ
に
は
右
側
に

聴
く
こ
と
あ
り
、
而
し
て
胎
児
の
横
位
置
に
は
頭
部
を
触
知
し
、
故

に
其
部
に
於
て
心
音
を
聴
く
を
良
と
す
。
」
（
句
読
点
は
筆
者
記
入
）
と

記
さ
れ
、
腹
壁
に
耳
を
接
す
る
直
接
聴
診
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
胎

児
が
横
位
の
時
は
、
触
診
し
て
頭
部
の
位
置
で
聴
診
す
る
と
良
い
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
著
者
が
実
地
に
聴
診
法
を
採
用
し
て
い
る
た
め
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『
産
婆
学
問
答
』
で
も
「
産
科
的
診
法
」
の
項
で
直
接
聴
診
法
を
述

べ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
聴
診
す
る
時
妊
婦
の
僥
骨
動
脈
を
同

時
に
触
診
し
、
胎
児
心
音
と
子
宮
及
び
腰
帯
の
雑
音
と
を
区
別
す
べ

き
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

聴
診
法
は
、
明
治
二
十
年
頃
に
医
師
の
間
で
普
及
し
始
め
、
以
後

次
第
に
産
婆
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

と
思
わ
れ
る
。

後
藤
新
平
は
、
明
治
一
九
年
五
月
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
総
会
に

お
い
て
、
「
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
」
と
題
す

る
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
「
命
価
説
」
は
、
後
藤
が
社
会
保
険
や

労
働
者
保
護
を
、
当
時
の
世
論
と
は
反
対
に
、
富
国
強
兵
と
い
う
国

是
に
と
っ
て
積
極
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
み
る
上
で
、
一
つ
の
理
論

的
支
柱
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
生
産
力
説
」
の
後
藤
版

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

命
価
説
は
、
明
示
的
に
は
明
治
一
八
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に

お
い
て
行
な
っ
た
短
い
報
告
と
、
前
記
講
演
の
二
つ
の
文
献
に
お
い

て
出
て
い
る
の
翠
で
あ
り
、
主
著
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て

は
、
注
に
出
て
い
る
の
承
で
あ
る
。

右
記
の
二
つ
の
報
告
・
講
演
は
、
い
ず
れ
も
中
流
以
上
の
人
士
を

対
象
に
し
て
行
な
っ
た
啓
蒙
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
従
来
、
命
価
説
を
も
っ
て
、
後
藤
の
社
会

後
藤
新
平
「
命
価
説
」
の
役
割

日
野
秀
逸
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